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視点自身、山中先生自身が「Ｍ . Ｄ .」ですから、「Ｐｈ . Ｄ」の先生があの研究をやっ
たのだったら、先生の様な言葉が出たかなという気はしないでもありません。ただ、Ｅ
Ｓ細胞という、前段階の研究があって、そのＥＳ細胞の研究の時点から当然、医学応用
というのは、視点に入っていたので、ｉＰＳ研究の場合は、誰がやっても医学応用とい
うことには必ず出てくるのは間違いないと思います。それから私の研究も、いろんな要
素が絡まっています。ホウ素化学の研究も必要だし、加速器科学の研究、ニュートロン
の研究も必要だという、そういうものをうまく統合的にオーガナイズする、財政的にも
いろんな支援を大学としても、あるいは組織としても行われるといいのではないかなと
思っています。
九後　　どうもありがとうございました。そういう応用の対極にあるような研究をなさっている
高井先生なんかはどうでしょうか。（笑）
高井　　まさに対極なんですけれども、先ほど常松さんが知的好奇心と社会的使命感と言っ
て、我々の場合は知的好奇心ばっかりで社会的使命感があまりないんですけれども、社
会的使命感というのは、我々の場合は得た知識を積み重ねて、それを皆さんに発信して
いくと、それが実際に、あしたの日本の経済をよくするために役に立つわけでもないん
ですけれども、それとは別に文化的なレベルといいますか、きょうは湯川先生が「荘子」
をお好きだったという話がありますけれども、例えば「荘子」の中に「無用の用」とい
う話がありまして、大きな大きな曲がりくねってウルチという名前の木があって、その
木を指して、ある人が、こんなでこぼこだらけで曲がりくねって、何にも役に立たない
じゃないかと、こんな木は要らないじゃないかという話をしたら、ある人が、いや、この
木の下に来て、みんな木陰で休んでいるじゃないか、役に立たないということが役に立
っているんだよという、そういう話をするところが出てくるんですけれども、そういうふ
うな学問になれればいいかなと、つまり、それを知ることによって皆さんの余裕が生ま
れてくれれば。
　例えば、我々は進化のことをやって、霊長類の進化を見て、これだけ長い何千万年と
いう歴史があって、それからずっと見ていけば、今の例えば、１年、２年、10 年というのは、
ごくごく短いスパンでしかない、非常に短い期間でしかないということをもっとわかって
いただければ、もう少し心に余裕が生まれてくるんじゃないかなと、ほんで皆さんのお
役に立てればいいんじゃないかなと、こんなふうに思っております。
九後　　どうもありがとうございました。同じぐらい役に立たないというか、対極に立っておら
れる田中先生は、どうでしょうか。
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田中　　そうですね、そうなんですけれども、我々の研究も研究の中から、最初からことわっ
ていたように、直接には役に立つと全く思っていなくてやっているんだけれども、役に
立っているようなこともないことはないと。そうなんですけども、だからといって、じゃ、
それを狙って、そういうことを使命感を持って、じゃ、そういう何か役に立つことにつ
ながるような研究をやらなければいけないとかというふうに言われると、逆に我々の研
究というのは、すごく狭められてしまって、がんじがらめになって、何も新しいものが
生まれてこないということが、どうしても起こってくるんではないかということは思われ
ます。
　応用の意識を持つというのは、すごく大事だと思うんですけども、逆にそういった役
に立つものというのは、やっぱりいろいろな人が群らがってきて、それに向かってやっ
ていこうという力が、もちろん働くわけで、そういうことを考えたときには、大学とい
うところは、そういうところからちょっと離れた、逆に対極的な、何かに重点を置いて、
そこを一生懸命やるというんではなくて、いろんな学問を非常にバランスよく配置して、
あらゆる先端をカバーしていると、そういうことがやっぱり要求されているのではない
かというふうに思います。
九後　　コーディネーターがあまりしゃべってはいけないんですけど、私も基礎物理学研究所、
田中さんと同じ分野で、大体役に立たないんですけども、そういうところは、この科学
研究費補助金だとか、研究費に関しては、理論に関してはほとんどお金は要らないんで
すけれども、最低限の非常に少ないお金だけども、恒常的にあるほうがいいわけです。
　それに対して山中先生がやっておられるようなところは集中投資というのが非常に重
要で、そこでガアッと、そこの研究を進めることが重要であるという、そういう分野も
あります。しかし、基礎研究の部分は、どこが重要になるかわからないと、そういうと
ころには広く薄くお金を配るということが必要じゃないかと思います。
　文科省だとか、政府のお金を配る人にとっては、そういう広く薄く配るというのは、
あまりそこで成果が、どこかで出ても自分の手柄にならないといいますか、そういうこ
とで嫌われるんです。けれども、基礎科学にとっては、そういうことが必要ではないか
というふうに思います。
　影山先生は臨床応用に近い、人間の大人でも賢くなれるとか、そういう役に立つ部分
もあるようですが、一方は非常に基礎研究ということで、そこら辺については、どうお
考えでしょうか。
影山　　私自身は、もう純粋に基礎の研究で、知的好奇心で動いているほうです。もちろん社
会的使命というのも片隅には常に持っているんですけども。私自身は基礎研究は本当に
重要だと思いますが、先ほど九後先生が言われたように、何が重要なのかというのがよ
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くわからない面があると思うんです。
　ただ、山中先生のｉＰＳ細胞も初め提案されたときは、ほとんどの先生は、こんな荒
唐無稽なことが、うまくいくはずがないというので採用されなかったと聞いていますが、
岸本先生が、これは面白いというので採用されて花開いたということがあります。
　本当にほとんどの人が見ても、うまくいくかどうかわからない研究というのがいっぱ
いあります。下村先生がオワンクラゲから光る物質を生成されましたけど、あれは 60
年代の研究ですけど、その当時、そんな研究が将来重要になるかなんて誰も思わなくて、
ほとんど日本では、少なくとも予算がつかなかったのでアメリカへ行かれて研究を続け
られたんだと聞いています。
　だから本当にうまくいく重要な研究というのは、なかなか見きわめが難しくて。だか
ら今、九後先生が言われたように、出来るだけ広く浅く投資する必要がある何が当たる
かわからないので、当たれば、そこにドンと投資する。今のｉＰＳ研究がそうですけども。
　ドンと投資をして、そのときに応用をしっかり考えればいいと思うんですけど、日本
は当たっても、なかなか応用に結びつかないというのが今まで多くあって、それが大き
な問題だったと思うんです。今回ｉＰＳでこれだけ重点投資されていますから、それが
応用に結びつくということを期待しています。
　でも、そこに至るまでの応用をされるかどうかわからない研究というのは、やはりた
くさんあって、それが、ある確率でやっぱり当たることがあるので、だから、そういうと
ころにお金を投資するということが重要です。
　あと人材も出来るだけ広い分野で育成するというのは非常に重要だと思います。当た
っている分野だけに、どうしても人は群がりやすいんですけども、それだとそれ以外の
分野で、いざ必要になるというのが後でわかったときに人材不足ということがあって、
全体の足腰を強くするには、やはり幅広い分野の人材育成と、それからお金を投資する
というのが、重要だろうというふうに思います。
九後　　どうもありがとうございました。もっともっと議論したいんですけど、何かあっという
間に時間が過ぎました。本当にほとんど役に立たないという数学が、実は重要であると
津田先生がおっしゃいましたけれども、そのとおりだと思います。だけど、津田先生の
ように数学が役に立つと表立っておっしゃる数学者は非常に珍しいとは思いますね。
　だけど、常松さんもおっしゃるように、基礎科学者がその応用ということも、もっと
意識を持って発言すべきであるというのは本当にそのとおりだと思います。
　もっともっと皆さんのディスカッションを聞きたいんですけども、時間の制限もありま
すので、ここら辺で終わりたいと思います。少し付け加えておきますと、私の居ります
基礎物理学研究所は湯川秀樹博士のノーベル賞受賞を記念してつくられた研究所です
が、湯川先生の有名な言葉に、「未知の世界を探求する人々は、地図を持たない旅人で
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ある。」という有名な言葉があります。
　これは未知の分野を探求する研究者のことを述べたものですけども、我々大学人とい
うのは広く未知の世界を探求して、よりよく先を見通せる地図をつくる努力をする義務
を持っているわけです。京大の我々研究所・センターの人間としても、そういうふうに、
これからも努める覚悟でおります。
　しかし、地図はあくまでも地図でありまして、その地図の中で、どの道をこれから先、
行くべきかということは、地図をつくるということとは別のもう一段進んだ問題です。
科学者は地図をつくるんですけれども、その地図を見ながら、「科学が見いだす日本の
進路」、次の進路に関する判断をするのは、結局のところ、国民の皆さんではないかと
思います。
　科学者は、もちろんそういう地図をつくった当人でありますから、そういう問題につ
いて一日の長があるかもしれませんけれども、必ずしも一般の方々よりも正しい判断を
するとは限らないと思うんですね。そのため、我々は研究によって得られた地図を皆様
方に常に示すということを続けて、皆さんにその判断の材料を提供するということだと
思います。
　これからも毎年１回シンポジウムを続けていく覚悟です。来年は、震災を受けました
仙台のほうで開催する予定にしております。
　震災といいますと、原子力発電所の事故もありまして、そういう問題については、我々
研究者がもっと意見を述べ、問題を整理して意見を述べる必要があると思うんですけど
も、そういう問題についても、次回は直接的に触れることができるんではないかと思い
ます。
　本当に、もうちょっと意見を聞きたいんですけども、本日は時間がもうありませんので、
ここでお開きにしたいと思います。皆様方には、本日はたくさんの方においでいただき
ましてありがとうございました。今後とも京大の研究所及びセンターの研究にご注目い
ただき、ご支援いただければありがたいと思います。
　それでは、きょうの講演者及びゲストパネリストの皆様方にいま一度、拍手をお願い
いたします。
　きょうは、どうもありがとうございました。
